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支配株主等に関する事項について 

 

当社のその他の関係会社である KDDI株式会社について、支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりま

すので、お知らせいたします。 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等 
 

（2026年３月 31日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券等が上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

KDDI株式会社 
その他の 

関係会社 
42.1 — 42.1 

株式会社東京証券取引所 

プライム市場 
 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の親会社等との関係 

 

当社は、KDDI グループにおいて、IoT やクラウド等を活用したビジネス DX(デジタルトランスフォーメーシ

ョン)を担う会社として位置付けられております。KDDI 株式会社においては、移動通信及び固定通信を中心と

する通信事業をコア事業としているものの、これらに付随して IoTサービスを提供しており、広く IoTという

領域でみれば、当社と一部事業領域が重複しております。 

KDDI株式会社は、通信基地局等を保有した MNO(移動体通信事業者：Mobile Network Operator)であり、IoT

領域においては、主に大規模顧客等に対する IoTシステム構築及び個別開発を前提とした事業を展開しており

ます。これに対し当社グループは、通信基地局等を持たない MVNO (仮想移動体通信事業者：Mobile Virtual 

Network Operator)であり、IoTに必要となる機能・サービスをクラウド上に独自プラットフォームとして構築

し、顧客に提供する形態により事業を展開しており、事業上の棲み分けがなされているため、事業展開に影響

を及ぼす競合等は生じておりません。 

また、当社は KDDI株式会社との間で締結する業務提携契約に基づき、KDDI株式会社が構築する「IoT世界基

盤」にかかる開発支援及びプラットフォームサービスの提供、その他技術開発支援等を受託しており、一部事

業において協業しております。「IoT 世界基盤」は当社の AI/IoT プラットフォーム形成に関連する通信技術と

au 国際ローミングや閉域接続サービスを含む KDDI 株式会社の世界規模の通信カバレッジを融合させたサービ

スであり、IoTによるシステム保守やメンテナンスの DX(デジタルトランスフォーメーション)やサブスクリプ

ションモデルのグローバル展開など全産業の幅広い事業法人を対象に展開しております。なお、事業展開に影

響を及ぼす競合等は生じておりません。 

当社の経営において、KDDI株式会社の承認を要する事項は存在しておりませんが、KDDI株式会社において適

時開示が必要となる事項に限り事前報告を行うことが定められております。 

  



KDDI株式会社との人的関係については、以下のとおりであります。 

（役員の兼務状況） 

役職 氏名 
親会社等又はそのグループ企業での

役職 
就任理由 

非常勤取締役 藤井 彰人 

その他の関係会社 

KDDI株式会社 

執行役員 先端技術統括本部長 

豊富な経営知識から、当社事業に関する助

言を得ることを目的として招聘 

（注）当社の取締役７名のうち、親会社との兼任役員は当該１名であります。 

 

当社グループは、協業による通信ネットワークに関する技術開発及び収益ビジネスの創出・拡大を目的とし、

KDDI株式会社と業務提携契約を締結しております。業務提携の主な内容は、新たな通信サービスの共同での技

術開発及び販売等、当社が保有するデータ通信に関連する技術及び知見を活用した KDDI 株式会社の通信ネッ

トワークの高度化、KDDIグループが保有する通信に関連する技術開発環境及び営業上の販路等のリソースを活

用した当社の販路拡大及び競争力強化になります。 

また、当社グループは当該契約において指定される国内及び海外の移動体通信事業者等(指定事業者等)と指

定される業務(指定業務)と競業する行為を行おうとするときは、KDDI株式会社との事前合意又は事前協議を経

ることを義務付けられております。 

提出日現在、当該契約における指定業務は「KDDIグループが保有するネットワークの改善・高度化を図るた

めの技術検証及び開発」並びに「IoT 世界基盤等の提供可能範囲・サービス内容拡充のための技術連携・サー

ビス開発」に限定されており、当社の提供しているサービスについては、顧客が指定事業者等に該当しないか、

指定業務と競業する行為に該当しないかのいずれかとなっているため、当社グループの事業及び業績に与える

影響も限定的であります。 

なお、過去に、当社グループのビジネス展開が KDDI株式会社との競合に該当した事例はなく、独立性につい

て阻害する要因はないものと認識しております。 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

 

2026年３月期における KDDI株式会社に対する売上高の割合は 9.3％となりましたが、2026年 3月期に締結

した包括契約に基づく協業の一環として、コネクテッドカー、モバイルコアシステムの OEM 提供、生成 AI と

IoTの活用に向けた取組みを推進しており、引き続き売上の拡大を見込んでおります。 

(自 2025年４月１日 至 2026年３月 31日) 

種類 
会社等の名称 
又は氏名 

所在地 
資本金又 
は出資金 
(百万円) 

事業の内容 
又は職業 

議決権等 
の所有 

(被所有)割
合(％) 

関連当事者 
との関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
(千円) 

そ の
他 の
関 係
会社 

KDDI株式会社 
東京都 
新宿区 

141,852 
電気通信事
業 

(被所有) 
直接42.1 

役員の兼任 
業務の受託 

プラットフ
ォームサー
ビスの提供
及びソフト
ウェア開発
等の業務受
託（注） 

1,134,386 
売掛金 
契約負債 

71,100 
240,540 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注) プラットフォームサービスは継続取引であり、契約毎に取引条件の妥当性について検討のうえ、決定しておりま

す。また、業務受託のうち、ソフトウェア開発については、都度見積書を提出し、交渉の上取引しております。 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社グループは、移動体通信事業者(MNO)である KDDI 株式会社と「IoT 世界基盤」に係るプラットフォーム

サービスの提供及びソフトウェア開発等の業務受託取引並びにその他の取引を行っております。これらの取引



は、独立第三者間取引と同様に取引条件の妥当性について検討しております。 

また、当社グループは、KDDI 株式会社を含む KDDI グループとの取引（関連当事者取引）を実施するにあた

っては、関連当事者取引管理規程に基づき、年間取引金額が１百万円以上となる新たな取引については事業計

画決議時又は取引開始前に取締役会において事業上の必要性、取引条件の妥当性を検討のうえ、承認を得るこ

ととしております。さらに、事業年度をまたいで継続する取引についても、事業計画決議時の取締役会におい

て事業上の必要性、取引条件の妥当性を報告することで、適切に牽制する体制を構築しております。 

 

以 上 


